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3Ⅰ．2015年度通期の業績

（注）EBITDAは、営業利益 ＋ 減価償却費 ＋ のれん償却額 により算出している。

2014年度

実績

2015年度

実績
増減（増減率）

連 結 営 業 収 益 408,039 416,254 8,214 ( 2.0)

連 結 営 業 利 益 33,845 37,758 3,913 ( 11.6)

連 結 経 常 利 益 31,390 35,066 3,676 ( 11.7)

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益
17,248 19,468 2,220 ( 12.9)

連 結 E B I T D A 69,171 73,740 4,569 ( 6.6)

連 結 減 価 償 却 費 34,921 35,577 656 ( 1.9)

資 本 的 支 出 44,909 46,397 1,487 ( 3.3)

（単位：百万円、％）

1.連結損益計算書



4Ⅰ．2015年度通期の業績

390,000 395,000 400,000 405,000 410,000 415,000 420,000

連結営業収益(2015年度実績)

連結修正

不動産業

流通業

運輸業

レジャー・サービス業

その他業

連結営業収益(2014年度実績)

（単位：百万円）

31,916(＋2,816)

１．連結営業収益

２．連結営業利益

（単位：百万円）

1-2. 営業収益・営業利益の変動要因 （対前期比較）

405,338(＋4,265)396,860（＋6,387）

27,000 29,000 31,000 33,000 35,000 37,000 39,000

連結営業利益(2015年度実績)

連結修正

流通業

不動産業

レジャー・サービス事業

その他業

運輸業

連結営業利益(2014年度実績)

+6,773

+2,322

+849

△6,245

＋2,809

＋2,051

+375

△983

△84

△255

+3,768

+746

ストア業で増収

不動産賃貸業で増収

ホテル業で増収

建築・土木業で増収

鉄道事業で増収

鉄道事業で増益

不動産賃貸業で減益

建築・土木業で増益

ホテル業で増益

ショッピングセンター事業で減益

408,039

416,254（+8,214）

33,845

37,758（＋3,913）



5Ⅰ．2015年度通期の業績

6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000 22,000 24,000

連結当期純利益(2015年度実績)

非支配株主利益の変動

法人税等の変動

特別損益の変動

連結経常利益の変動

連結当期純利益(2014年度実績)

24,000 26,000 28,000 30,000 32,000 34,000 36,000

連結経常利益(2015年度実績)

営業外雑収支の変動

匿名組合投資利益の変動

持分法投資損益の変動

金融収支の変動

連結営業利益の変動

連結経常利益(2014年度実績)

１．連結経常利益

２．親会社株主に帰属する当期純利益

10, 856(＋1,996)

（単位：百万円）

（単位：百万円）

1-3.経常利益・当期純利益の変動要因 （対前期比較）

＋3,913

＋278

△439

△84

＋8

＋3,676

+2,056

△3,516

+3

31,390

35,066（＋3,676）

17,248

19,468（＋2,220）



6Ⅰ．2015年度通期の業績

2.連結貸借対照表

2014年度

実績

2015年度

実績
増減 増減要因

総 資 産 782,422 820,177 37,754 社債の発行（総額300億円）に伴う
手元資金の増加など

負 債 474,696 508,358 33,662 第34回・第35回無担保社債の発行（総
額300億円）などにより増加

純 資 産 307,726 311,818 4,092 親会社株主に帰属する当期純利益
の計上などにより増加

負債及び純資産 782,422 820,177 37,754

有 利 子 負 債 308,157 339,306 31,148

（注）2014年度の有利子負債は、借入金・社債に加え、鉄道建設・運輸施設整備支援機構未払金 により算出している。

（単位：百万円）



7Ⅰ．2015年度通期の業績

3.連結キャッシュ・フロー計算書

2014年度

実績

2015年度

実績
増減 増減要因

営 業 活 動

キャッシュ・フロー
51,858 54,247 2,389

投 資 活 動

キャッシュ・フロー
△ 32,325 △55,323 △22,997 投資有価証券の売却及び償還

による収入の減

財 務 活 動

キャッシュ・フロー
△ 26,281 25,530 51,812 社債の発行による収入の増

現 金 及 び

現 金 同 等 物 の

期 末 残 高

64,724 89,180 24,455

（単位：百万円）



8Ⅰ．2015年度通期の業績

150
（38.9%）

1,292
（28.0%）

47
（12.2%）

1,599
（34.6%）

86
（22.2%）

378
（8.2%）

60
（15.5%）

740
（16.0%）

43
（11.2%）

608
（13.2%）

4.セグメント情報（構成状況）

2015年度：4,162億円 ＜単位：億円＞

2016年3月末現在 41社 （京王電鉄、京王重機整備は複数の事業セグメントに重複）

（注） セグメントの数値は、セグメント間取引を含む金額、構成比率である。

運 輸 業

京王電鉄
京王電鉄バス
京王自動車
他 6社

流 通 業

京王百貨店
京王ストア

京王書籍販売
他 6社

不動産業

京王電鉄
京王不動産
リビタ
他 4社

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業

京王ﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ
京王観光

京王ｴｰｼﾞｪﾝｼｰ
他 4社

その他業

京王設備ｻｰﾋﾞｽ
京王重機整備

京王建設
他 9社

2015年度：377億円 ＜単位：億円＞

連結会社

営業収益

営業利益



9Ⅰ．2015年度通期の業績

4.セグメント情報（運輸業①）

2014年度

実績

2015年度

実績
増減（増減率） 増減要因

（ 鉄 道 事 業 ） 81,908 83,776 1,867 ( 2.3) 次ページ参照

（ バ ス 事 業 ） 34,547 35,327 779 ( 2.3)

（ タ ク シ ー 業 ） 12,655 12,500 △ 155 (△ 1.2)

（ そ の 他 ） 2,728 2,763 34 ( 1.3)

（ 消 去 ） △ 4,952 △ 5,156 △ 204 －

営 業 収 益 126,887 129,210 2,322 ( 1.8)

営 業 利 益 12,279 15,089 2,809 ( 22.9)

減 価 償 却 費 23,828 23,392 △ 435 (△ 1.8)

資 本 的 支 出 23,215 22,181 △ 1,034 (△ 4.5)

E B I T D A 36,107 38,482 2,374 ( 6.6)

（単位：百万円、％）



10Ⅰ．2015年度通期の業績

4.セグメント情報（運輸業②［鉄道事業運輸成績］）

（単位：千人、百万円、％）

2014年度

実績

2015年度

実績
増減（増減率） 増減要因

輸

送

人

員

定 期 369,922 383,728 13,806 ( 3.7) 雇用情勢の改善やダイヤ改
正効果による増など

（ 通 勤 ） 277,935 289,730 11,795 ( 4.2)

（ 通 学 ） 91,987 93,998 2,011 ( 2.2)

定 期 外 262,806 268,612 5,806 ( 2.2) うるう年やダイヤ改正効果に
よる増など

合 計 632,728 652,340 19,612 ( 3.1)

旅

客

運

輸

収

入

定 期 33,479 34,480 1,000 ( 3.0)

（ 通 勤 ） 29,872 30,792 919 ( 3.1)

（ 通 学 ） 3,607 3,688 80 ( 2.2)

定 期 外 44,801 45,832 1,030 ( 2.3)

合 計 78,281 80,313 2,031 ( 2.6)



11Ⅰ．2015年度通期の業績

4.セグメント情報（流通業）

2014年度

実績

2015年度

実績
増減（増減率） 増減要因

（ 百 貨 店 業 ） 86,977 87,456 479 ( 0.6) 

（ ス ト ア 業 ） 38,060 38,818 758 ( 2.0) 既存店が好調に
推移したことなど

（ 書 籍 販 売 業 ） 9,087 8,198 △ 889 (△ 9.8)

（ 駅 売 店 業 ） 7,639 7,464 △ 175 (△ 2.3)

（ショッピングセンター事業） 12,424 12,973 549 ( 4.4)

（ そ の 他 ） 11,751 11,730 △ 21 (△ 0.2)

（ 消 去 ） △ 6,842 △ 6,694 148 －

営 業 収 益 159,097 159,946 849 ( 0.5)

営 業 利 益 4,809 4,724 △ 84 (△ 1.8)

減 価 償 却 費 4,029 4,131 101 ( 2.5)

資 本 的 支 出 5,063 4,931 △ 131 (△ 2.6)

E B I T D A 8,839 8,855 16 ( 0.2)

（単位：百万円、％）
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4.セグメント情報（不動産業）

不 動 産 賃 貸 業 88 82 △ 6 (△ 7.1)

不 動 産 販 売 業 11 11 △ 0 (△ 1.9)

参考：不動産業の営業利益の内訳

（単位：百万円、％）

（単位：億円、％）

2014年度

実績

2015年度

実績
増減（増減率） 増減要因

（ 不 動 産 賃 貸 業 ） 30,240 31,966 1,725 ( 5.7)
「メルクマール京王
笹塚」が寄与したこと
など

（ 不 動 産 販 売 業 ） 14,371 12,116 △ 2,254 (△ 15.7)

（ そ の 他 ） 1,370 1,483 112 ( 8.2)

（ 消 去 ） △ 8,841 △ 7,678 1,162 －

営 業 収 益 37,141 37,888 746 ( 2.0)

営 業 利 益 9,616 8,633 △ 983 (△ 10.2)

減 価 償 却 費 3,723 4,592 869 ( 23.3)

資 本 的 支 出 3,415 11,604 8,188 ( 239.7)

E B I T D A 13,744 13,630 △ 114 (△ 0.8)
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4.セグメント情報（レジャー・サービス業）

（単位：百万円、％）

88.3 86.9 84.6 88.5 84.6 
69.6 

87.6 88.1 85.9 85.8 

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0

100.0

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
年度

%
[参考２] 京王プラザホテル（新宿）の客室稼働率の推移〔年度〕

客 室 稼 働 率 85.9% 85.8% △0.1P

[参考１] 京王プラザホテル（新宿）の客室稼働率〔累計〕

2014年度

実績

2015年度

実績
増減（増減率） 増減要因

（ ホ テ ル 業 ） 45,389 48,407 3,017 ( 6.6) 京王プラザホテルで客室単
価が向上したことなど

（ 旅 行 業 ） 16,615 16,948 333 ( 2.0)
（ 広 告 代 理 業 ） 11,954 12,091 136 ( 1.1)
（ そ の 他 ） 6,032 6,275 243 ( 4.0)
（ 消 去 ） △ 9,681 △ 9,643 37 －

営 業 収 益 70,310 74,079 3,768 ( 5.4)

営 業 利 益 5,641 6,016 375 ( 6.7)

減 価 償 却 費 3,125 3,342 217 ( 6.9)

資 本 的 支 出 5,124 7,683 2,559 ( 50.0)

E B I T D A 8,766 9,359 592 ( 6.8)
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4.セグメント情報（その他業）

（単位：百万円、％）

2014年度

実績

2015年度

実績
増減（増減率） 増減要因

（ ビ ル 総 合 管 理 業 ） 21,614 22,498 884 ( 4.1)

（ 車 両 整 備 業 ） 8,939 9,468 529 ( 5.9)

（ 建 築 ･ 土 木 業 ） 20,238 24,222 3,983 ( 19.7) 完成工事高が増加し
たことなど

（ そ の 他 ） 6,516 7,140 624 ( 9.6)

（ 消 去 ） △ 3,236 △ 2,484 751 －

営 業 収 益 54,072 60,845 6,773 ( 12.5)

営 業 利 益 2,295 4,347 2,051 ( 89.4)

減 価 償 却 費 405 309 △ 95 (△ 23.6)

資 本 的 支 出 8,813 605 △ 8,207 (△ 93.1)

E B I T D A 2,700 4,656 1,956 ( 72.4)
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Ⅱ．2016年度の業績予想

1.連結損益計算書

2.セグメント情報

3.連結当期純利益および配当の推移

4.〔参考〕上期の業績見通し



16Ⅱ．2016年度の業績予想

1.連結損益計算書

（注）EBITDAは、営業利益 ＋ 減価償却費 ＋ のれん償却額 により算出している。

2015年度

実績

2016年度

計画
増減（増減率）

連 結 営 業 収 益 4,162 4,269 106 ( 2.6)

連 結 営 業 利 益 377 379 1 ( 0.4)

連 結 経 常 利 益 350 352 1 ( 0.4)

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

194 198 3 ( 1.7)

連 結 E B I T D A 737 735 △ 2 ( △ 0.3)

連 結 減 価 償 却 費 355 349 △ 6 ( △ 1.8)

資 本 的 支 出 463 774 310 ( 67.0)

（単位：億円、％）



17Ⅱ．2016年度の業績予想

300 320 340 360 380 400

連結営業利益(2016年度計画)

連結修正

その他業

運輸業

流通業

不動産業

レジャー・サービス業

連結営業利益(2015年度実績)

4,000 4,050 4,100 4,150 4,200 4,250

連結営業収益(2016年度計画)

連結修正

その他業

運輸業

レジャー・サービス業

流通業

不動産業

連結営業収益(2015年度実績)

1-2.営業収益・営業利益の変動要因 （対前期比較）

（単位：億円）

（単位：億円）

１．連結営業収益

２．連結営業利益

＋43

＋32

＋20

+1

△16

+26

ホテル業で増収

不動産販売業で増収

+15

△7

+1

△14

不動産賃貸業で増益

4,162

4,269（＋106）

377

379（+1）

建築・土木業で減収

鉄道事業で増収

+6

鉄道事業で減益

ホテル業で増益

百貨店業で増収

建築・土木業で減益

+0



18Ⅱ．2016年度の業績予想

2.セグメント情報（運輸業①）

2015年度

実績

2016年度

計画
増減（増減率） 増減要因

（ 鉄 道 事 業 ） 837 844 7 ( 0.9) 次ページ参照

（ バ ス 事 業 ） 353 348 △ 5 (△ 1.5)

（ タ ク シ ー 業 ） 125 122 △ 2 (△ 2.0)

（ そ の 他 ） 27 26 △ 1 (△ 4.5)

（ 消 去 ） △ 51 △ 48 3 －

営 業 収 益 1,292 1,293 1 ( 0.1)

営 業 利 益 150 136 △ 14 (△ 9.8)

減 価 償 却 費 233 223 △ 9 (△ 4.2)

資 本 的 支 出 221 280 58 ( 26.4)

E B I T D A 384 360 △ 24 (△ 6.5)

（単位：億円、％）



19Ⅱ．2016年度の業績予想

2.セグメント情報（運輸業②［鉄道事業運輸成績］）

（単位：千人、百万円、％）

2015年度

実績

2016年度

計画
増減（増減率） 増減要因

輸

送

人

員

定 期 383,728 389,928 6,200 ( 1.6) 消費税率引上げ前の駆け込み
購入による増など

（ 通 勤 ） 289,730 294,736 5,006 ( 1.7)

（ 通 学 ） 93,998 95,192 1,194 ( 1.3)

定 期 外 268,612 269,679 1,067 ( 0.4)

合 計 652,340 659,607 7,267 ( 1.1)

旅

客

運

輸

収

入

定 期 34,480 35,016 535 ( 1.6)

（ 通 勤 ） 30,792 31,282 490 ( 1.6)

（ 通 学 ） 3,688 3,734 45 ( 1.2)

定 期 外 45,832 46,078 245 ( 0.5)

合 計 80,313 81,094 781 ( 1.0)



20Ⅱ．2016年度の業績予想

2.セグメント情報（流通業）

2015年度

実績

2016年度

計画
増減（増減率） 増減要因

（ 百 貨 店 業 ） 874 907 33 ( 3.8) 消費税率引上げ前の駆
け込み購入による増など

（ ス ト ア 業 ） 462 470 7 ( 1.7) （注）

（ 書 籍 販 売 業 ） 81 75 △ 6 (△ 7.9)

（ショッピングセンター事業） 129 126 △ 2 (△ 2.2)

（ そ の 他 ） 117 118 1 ( 1.4)

（ 消 去 ） △ 66 △ 67 △ 0 －

営 業 収 益 1,599 1,632 32 ( 2.0)

営 業 利 益 47 47 0 ( 1.4)

減 価 償 却 費 41 41 0 ( 0.2)

資 本 的 支 出 49 129 80 ( 163.2)

E B I T D A 88 90 1 ( 1.6)

（単位：億円、％）

（注）2016年4月にストア業を運営する「㈱京王ストア」と駅売店業を運営する「京王リテールサービス㈱」が合併したことに伴い、
2016年度より駅売店業はストア業に含めて表示している。前年度数値についても同様の組替を行っている。



21Ⅱ．2016年度の業績予想

2.セグメント情報（不動産業）

2015年度

実績

2016年度

計画
増減（増減率） 増減要因

（ 不 動 産 賃 貸 業 ） 319 333 14 ( 4.5)

（ 不 動 産 販 売 業 ） 121 143 22 ( 18.4) リノベーション物件の売上増など

（ そ の 他 ） 14 21 6 ( 44.4)

（ 消 去 ） △ 76 △ 76 △ 0 －

営 業 収 益 378 421 43 ( 11.4)

営 業 利 益 86 93 6 ( 7.8)

減 価 償 却 費 45 45 △ 0 (△ 0.7)

資 本 的 支 出 116 221 105 ( 90.9)

E B I T D A 136 143 6 ( 4.9)

不 動 産 賃 貸 業 82 91 9 ( 11.3)

不 動 産 販 売 業 11 7 △ 3 (△ 31.2)

参考：不動産業の営業利益の内訳

（単位：億円、％）

（単位：億円、％）
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2.セグメント情報（レジャー・サービス業）

2015年度

実績

2016年度

計画
増減（増減率） 増減要因

（ ホ テ ル 業 ） 484 496 12 ( 2.6) 客室単価の向上など

（ 旅 行 業 ） 169 178 9 ( 5.6)

（ 広 告 代 理 業 ） 120 122 1 ( 1.0)

（ そ の 他 ） 62 64 1 ( 2.9)

（ 消 去 ） △ 96 △ 101 △ 4 －

営 業 収 益 740 760 20 ( 2.7)

営 業 利 益 60 75 15 ( 26.1)

減 価 償 却 費 33 36 3 ( 10.0)

資 本 的 支 出 76 132 55 ( 72.5)

E B I T D A 93 113 19 ( 20.7)

客 室 稼 働 率 85.8％ 82.6％ △ 3.2Ｐ

（単位：億円、％）

[参考] 京王プラザホテル（新宿）の客室稼働率〔累計〕
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2.セグメント情報（その他業）

2015年度

実績

2016年度

計画
増減（増減率） 増減要因

（ ビ ル 総 合 管 理 業 ） 224 228 3 ( 1.7)

（ 車 両 整 備 業 ） 94 95 1 ( 1.2)

（ 建 築 ･ 土 木 業 ） 242 222 △ 19 (△ 8.1) 完成工事高の減少など

（ そ の 他 ） 71 76 5 ( 7.5)

（ 消 去 ） △ 24 △ 32 △ 7 －

営 業 収 益 608 591 △ 16 (△ 2.7)

営 業 利 益 43 35 △ 7 (△ 18.2)

減 価 償 却 費 3 3 0 ( 21.7)

資 本 的 支 出 6 16 10 ( 178.4)

E B I T D A 46 40 △ 6 (△ 14.1)

（単位：億円、％）



24Ⅱ．2016年度の業績予想

3.連結当期純利益および配当の推移

連結配当性向30％を目安とする株主還元を継続

（円） （億円）

※2015年度の配当は、本年6月開催予定の第95期定時株主総会に付議する予定。
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4.〔参考〕上期の業績見通し（連結損益計算書・セグメント情報）

（単位：億円、％）

営業収益 営業利益

2015年度

上期実績

2016年度

上期計画
増減（増減率）

2015年度

上期実績

2016年度

上期計画
増減（増減率）

運 輸 業 651 647 △3 (△0.6) 101 93 △7 (△7.6)

流 通 業 771 774 3 ( 0.4) 27 20 △6 (△25.3)

不 動 産 業 177 184 7 ( 4.0) 51 50 △1 (△2.3)

レジャー･サービス業 365 379 14 ( 4.0) 41 42 0 ( 2.0)

そ の 他 業 216 223 7 ( 3.5) 7 9 1 ( 18.9)

連 結 修 正 △156 △152 3 － △0 － △0 －

合 計 2,025 2,058 32 ( 1.6) 229 215 △14 (△6.1)

2015年度

上期実績

2016年度

上期計画
増減（増減率）

連 結 経 常 利 益 216 201 △15 (   △7.0)

親会社株主に帰属
する四半期純利益

140 133 △7 (   △5.4)

（単位：億円、％）
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Ⅲ．2016年度の取り組みについて

1．2016年度計画の位置付け
2．中期3カ年経営計画（2015～2017年度）の進捗
3．中長期的な投資案件スケジュール
4．2016年度における各施策

（1）安全性・収益力の向上
①京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業
②座席指定列車の導入

（2）事業の拡大
①ホテル事業の拡大
②京王プレッソインの展開
③リビタにおけるリノベーション事業の拡大
④インバウンドビジネスの拡大
⑤海外関連事業の拡大

（3）沿線拠点の活性化
①調布駅周辺の開発
②多摩動物公園エリア魅力向上への取り組み

（4）沿線価値の向上
①生活支援サービスの多面的展開
②子育て支援事業及びシニア向け事業の拡充

（5）既存事業の選択と集中の実施
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第1期（2015・2016・2017年度） 第2期（2018～2020年度）

将来の人口減少期や大規模投資期に備えた盤石な体制構築に向けた

土台作りと成長の実現

2020年度までの取り組み

鉄道事業の安全性・収益力向上 沿線活力の維持・向上

成長に向けた土台作り
～向上と拡大に向けて～

・成長分野への積極投資

・既存事業の選択と集中

成長の実現

・第1期で進めた土台作りからの成長の実現

・更なる投資拡大による好循環の実現

2020年代の姿

グループの総合力を活用し、更なる企業価値の向上を実現

１．2016年度計画の位置付け

■ 成長に向けた土台作りを行う中期計画の２年目として各施策を着実に推進
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２．中期3カ年経営計画（2015～2017年度）の進捗①

2020年に
向けた成長性 沿線既存事業

の収益力強化

機会を捉えた
事業拡大

（戦略投資の実施）

・ホテル事業の拡大
新業態ホテルの検討推進
京王プレッソインの出店拡大

・インバウンドビジネスの拡大
中央道を主体とした広域観光ルートの準備
新宿における訪日外国人向け拠点準備

・リノベーション事業の拡大
シェア型複合ホテル開業

・駅周辺スペースの活用
ストア業と駅売店業の合併推進

・沿線拠点の活性化
開発物件・用地取得

・同業トップの財務優位性を維持
2015年度実績値 D/Eレシオ：1.1倍

2015年度の主な進捗状況
宿泊需要増大
オリンピック開催

インバウンド
アウトバウンド
市場拡大

シェアコミュニティ
市場拡大

競争激化
（特に流通業）

沿線人口減

現行水準は維持
良好な

財務体質維持
良好な

財務体質維持

・沿線価値の向上
介護付有料老人ホーム開業
国領子育て支援賃貸マンション開業
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２．中期3カ年経営計画（2015～2017年度）の進捗②

主な行使案件（2015年度）

開発物件・用地取得、京王ママスクエア開設、民泊事業者株式取得など

199

150

250

150 150

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

2015年度 2016年度 2017年度

3カ年累計450億円

中期3カ年戦略投資計画（2015年5月8日公表）

（実績） （計画）

2年累計449億円

■ 戦略投資は2015年度199億円を行使。
■ 今後も良好な財務体質は維持しつつ、戦略投資を積極的に行っていく。

戦略投資 2015年度実績および2016年度計画

成長分野への積極投資の実施状況
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２．中期3カ年経営計画（2015～2017年度）の進捗③

連結営業収益の推移連結営業収益の推移
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：実績 ：中期経営計画（2015年5月8日公表）

（億円） （億円）

（億円） （億円）

：2016年度業績予想（2016年4月28日公表）

連結営業利益の推移連結営業利益の推移

連結EBITDAの推移連結EBITDAの推移 親会社株主に帰属する当期純利益の推移親会社株主に帰属する当期純利益の推移

目標指標
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2015年度 2016年度 2017年度 ～

笹 塚 駅 ～ 仙 川 駅 間
連 続 立 体 交 差 事 業

ダ イ ヤ 改 正

座 席 指 定 列 車 の 導 入

ホ テ ル 事 業 の 拡 大

リノベーション事業の拡大

インバウンドビジネスの拡大

海 外 関 連 事 業 の 拡 大

調 布 駅 周 辺 の 開 発

新宿などの沿線拠点活性化

多 摩 動 物 公 園 エ リ ア
魅 力 向 上 へ の 取 り 組 み

生 活 支 援 サ ー ビ ス の
多 面 的 展 開

３．中長期的な投資案件スケジュール

安全性・収益力の向上

事業拡大

沿線拠点の活性化

沿線価値の向上

<京王プレッソイン>
赤坂店 2015年7月開業

京王プレッソイン出店拡大

シェアコミュニティ
市場等の拡大

インバウンドビジネスの検討・実施の継続

将 来 に 向 け た 検 討 の 継 続

2015年9月
京王線・井の頭線

シェア型複合ホテル2～4号店
2016年夏～秋開業予定

台湾茶カフェ1号店開業
中国カレーレストラン1号店開業

海外関連事業の検討・実施の継続

浜松町店（仮称）

2017年冬開業予定

東京駅八重洲店（仮称）

2017年夏開業予定

民泊事業者株式取得

シェア型複合ホテル1号店
2016年3月開業（金沢）

シェア型複合ホテル5号店
2017年春開業予定

2016年4月着工
2017年秋
開業予定

<シニア向け事業>

<子育て支援事業>

子育て支援賃貸マンション
2016年3月完成

<葬祭事業>

保育施設・女性の就業支援 施設 新規開設の検 討

よ り 幅 広 い 顧 客 を 取 込む た め の 施 策 の検 討

介護付有料老人ホーム
2016年5月開業

サービス付き高齢者向け住宅
2017年2月開業予定

京王メモリアル調布
2016年6月開業予定

導入決定

2022年度
事業完成予定

2018年春予定

運行開始
2018年春予定

新業態ホテルの開発・展開

台湾茶カフェ・中国カレーレストラン
の多店舗展開

新規開設に向けた検討

子供向け屋内型遊戯施設の建設

新たな広域観光ルートづくり
新たなフリーきっぷの造成
新宿における拠点整備
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４．2016年度における各施策 （１）安全性・収益力の向上

①京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業

【想定される事業効果】
■安全性の向上 ⇒ 踏切廃止による 道路と鉄道の安全性向上
■道路交通の円滑化⇒ 踏切待ちに起因する 交通渋滞の解消
■地域の発展 ⇒ 鉄道により分断されていた市街地の一体化

【事業概要】

～2015年度 2016年度～

2012年度 都市計画決定

2013年度 都市計画事業認可
2022年度事業完了予定
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４．2016年度における各施策 （１）安全性・収益力の向上

②座席指定列車の導入

■長距離区間をご利用されるお客様の着席ニーズに応え、サービスの向上を図る。
■座席指定料金を収受することにより、収益力の向上を図る。

外観（イメージ）

■開 始 時 期 2018年春
■行 先 ①新宿発・京王八王子行き、②新宿発・橋本行き
■時 間 帯 平日・土休日の夜間帰宅時間帯
■導 入 両 数 50両（10両固定×5編成）
■投 資 額 約100億円

座席指定列車サービスの概要（予定）

クロスシートからロングシートへ転換できる座席を採用

内装（イメージ）



35Ⅲ．2016年度の取り組みについて

４．2016年度における各施策 （２）事業の拡大

①ホテル事業の拡大

■今後、インバウンドの増加等により、成長が期待されるホテル事業をより強化・推進するため、
新業態ホテルの開発・展開を進める。

京王プラザホテル
（都市型総合シティホテル）

京王グループにおけるホテル事業

高級宿泊主体型ホテル

■ 3,000室体制の早期実現
⇒詳細はスライド36ページ

京王プレッソイン
（宿泊特化型バジェットホテル）

シェア型複合ホテル

■2015年度に民泊の予約仲介サイト
運営会社へ出資

■管理物件活用の検討を進める
民泊ビジネス

⾼

平
均
単
価
・グ
レ
ー
ド

宿泊特化型
アッパーミドルホテル

＜新業態＞

■ 客室を中心とした改装に
よる商品力の向上

■2020年開催の東京オリンピックに向
け、2018年度を目途に開業を目指す

■札幌で開業に向け着手。京都・東京
においても検討するなど大都市、観
光都市で展開予定

■2016年3月、金沢に１号店開業
■全国各地に５店舗計画
⇒詳細はスライド37ページ

＜既存＞
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４．2016年度における各施策 （２）事業の拡大

②京王プレッソインの展開

■開業予定：2017年冬

■地下1階/地上14階建

■敷地面積：999㎡

■延床面積：6,475㎡

■客室数：約330室

■交通
・JR山手線他「浜松町」駅徒歩8分
・都営地下鉄三田線「御成門」駅徒歩3分
・都営地下鉄大江戸線・浅草線「大門」駅
徒歩4分

■ 2015年7月 赤坂が開業、東京駅八重洲・浜松町へ新規出店、現在の2,200室体制から3,000室体制の早期実現を目指す。

京王プレッソイン赤坂 （仮称）京王プレッソイン東京駅八重洲

9店舗／約2,200室

11店舗／約2,800室

＋東京駅八重洲、浜松町

3,000室体制の早期実現

さらなる新規出店の検討

（仮称）京王プレッソイン浜松町

■開業：2015年7月

■地上11階建

■敷地面積：750㎡

■延床面積：2,998㎡

■客室数：157室

■交通
・東京メトロ千代田線「赤坂」駅徒歩1分
・東京メトロ銀座線・南北線「溜池山王」駅徒歩7分
・東京メトロ銀座線・丸ノ内線「赤坂見附」駅徒歩9分

■開業予定：2017年夏

■地上13階建

■敷地面積：620㎡

■延床面積：5,512㎡

■客室数：約240室

■交通
・JR山手線他「東京」駅徒歩3分
・東京メトロ銀座線「京橋」駅徒歩3分
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４．2016年度における各施策 （２）事業の拡大

③リビタにおけるリノベーション事業の拡大

1号店「ＨＡＴＣＨｉ（ハッチ）金沢」開業

■ リビタがこれまでの事業で培ったリノベーションノウハウ、シェアの概念、 コミュニティ醸成の企画や運営ノウハウを
活かした新規事業。

■ 全国各地の老朽化した遊休不動産（オフィスビル等）に、用途変更を伴うリノベーションを施し、宿泊施設、飲食店、
シェアスペース、店舗等で構成する「シェア型複合ホテル」へ再生、企画・プロデュースから運営事業まで手がける。

■ 2016年3月、金沢に1号店が開業。全国各地に5プロジェクトの開業を予定。
■ ブランド名は「THE SHARE HOTELS」（ザ シェア ホテルズ）。

「シェア型複合ホテル」について

名 称 ： 「HATCHi（ハッチ）金沢」
開 業 ： 2016年3月
所 在 地 ： 石川県金沢市
建物規模 ： 地下１階地上4階（築50年のビルをリノベーション）
客 室 数 ： ドミトリータイプ 3種5室（定員 66 名）、個室タイプ 3種 9 室（定員 28 名）
用 途 ： 宿泊施設、付帯施設として飲食店、シェアスペース、店舗併設

2016年 秋
京都（予定）

2016年 秋
東京（予定）

2017年 春
北海道（予定）

２号店「Ｈａｌｅｍａ（ハレマ）金沢」

2016年 夏 開業予定
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４．2016年度における各施策 （２）事業の拡大

④インバウンドビジネスの拡大

■新宿から中部地方へ、中央道を主体とした『新たな広域観光ルート』をつくる。
■あわせて、長野・岐阜・富山各県の高速バス会社と組み「フリーきっぷ」を造成する。

中央道を主体とした新たな広域観光ルートづくり

シェア型複合ホテル開業
（スライド37ページ参照）

2016年 7月予定

中部地方の自治体との連携

フリーきっぷの造成

新宿から松本・高山方面に高速バスや地域
の路線バス等で周遊できる「フリーきっぷ」を
造成・販売

京王電鉄バス、アルピコ交通、濃飛乗合自動
車、富山地方鉄道と連携

観光施設の割引特典をつけるなど外国人観
光客が利用しやすい切符を検討中

新宿の観光案内所での情報発信
（スライド39ページ参照）

広域観光ルートの発信
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４．2016年度における各施策 （２）事業の拡大

④インバウンドビジネスの拡大

新
宿
駅

インバウンド向けテナント展開
（京王モールアネックス）

中部地方に特化した観光案内所の設置
（京王モール）

京
王
百
貨
店

バスタ
新宿

南口

2016年 7月開業予定

外国人にも人気のあるテナントを誘致
・ コンビニエンスストア ・ ドラッグストア
・ リラクゼーションマッサージ
・ 外貨両替所

新線新宿駅

2016年 7月開業予定

■ 新宿に中部地方に特化した訪日外国人向けの観光案内所を設置し、広域観光ルートの
戦略拠点とする。

■ 観光案内所の周辺を訪日外国人が集まる拠点として再整備する。

＜出展する自治体等＞
• 高山市
• 白川村
• 飛騨市
• 下呂市
• 木曽町
等、10以上の自治体等
が出展する予定

手荷物一時預かり・配送サービス 2016年4月1日開業

地下商店街（京王モール・
京王モールアネックス）に
戦略拠点を開設

西口

名 称 ： 京王ねこのてカウンター
所 在 地 ： 京王新線新宿駅 新線口改札口横
営業時間 ： 8時30分～21時（年中無休）
主なサービス：
・英語対応
・手荷物の一時預り
・西新宿エリアのホテル・羽田空港への当日配送

主なサービス：
・中部地方の観光情報の提供
・中央高速バスの乗車券やオプショナルツアーなどの販売、宿泊手配
・観光案内所内は無料Wi-Fiサービスを利用可能
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４．2016年度における各施策 （２）事業の拡大

⑤海外関連事業の拡大

≪国内≫ 台湾茶カフェ「彩茶房」（さいさぼう）

≪中国≫ カレーレストラン「游香食楽」（ゆうこうしょくらく）

■原宿に開業した1号店に続き、2016年4月、調布市仙川に2号店を開業。
■3号店を吉祥寺に計画。

■上海市内で開業した１号店に続き、2016年冬、上海市内に2号店を開業予定。
■今後も、中国国内におけるカレーレストラン事業について新規開業・フランチャイズ展開を検討

■国内での台湾茶カフェ、中国でのカレーレストラン事業について多店舗化を図る。

仙川店（店内）

1号店（外観） 1号店（店内）
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４．2016年度における各施策 （3）沿線拠点の活性化

①調布駅周辺の開発

Ｂ棟外観イメージ

C棟外観イメージ

Ａ棟外観イメージ

【A棟】 建物規模：地上5階建 延床面積：約16,000㎡ 主要用途：商業施設 【B棟】 建物規模：地上4階建 延床面積：約5,200㎡ 主要用途：商業施設

【C棟】 建物規模：地下1階 地上5階建 延床面積：約16,000㎡
主要用途：商業施設（シネマコンプレックスほか）、駐車場

■調布駅付近連続立体交差事業により創出された敷地に3棟で構成する商業施設を建設。
2016年4月着工、2017年秋の開業を目指す。総延床面積は約38,000㎡。

■C敷地には最新設備を備えた大型シネマコンプレックス誘致を決定。
■沿線重要拠点である調布における収益力の向上と京王ブランドの更なる浸透を図る。
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４．2016年度における各施策 （3）沿線拠点の活性化

②多摩動物公園エリア魅力向上への取り組み

■多摩動物公園駅前に子供向け屋内型遊戯施設の開業に向けた準備を進める。
■多摩動物公園（年間入場者数約100万人）・京王れーるランド（年間入場者数約20万人）との相乗効
果により、子供が遊べるエリアとして多摩動物公園エリアの更なる魅力向上を図る。

京王れーるランド（2013年開業）

■京王の電車・バス開業100周年を記念して
2013年にオープン

■ファミリー層から鉄道ファンの幅広い層に
楽しんで頂ける施設

新たな集客施設

■有料の子供向け屋内型遊戯施設

■メインターゲット
⇒未就学児を持つ子育て世代の親子

■テーマ
⇒屋内でたっぷり遊べる「体育」
⇒良質なおもちゃに触れる「知育」
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移動販売
対象エリア

４．2016年度における各施策 （4）沿線価値の向上

①生活支援サービスの多面的展開

新宿

渋谷

吉祥寺

明大前調布京王
八王子

高尾山口

橋本

永福町

千歳烏山

京王多摩川

京王よみうりランド
南大沢

東府中高幡不動

京王キッズプラッツ
高幡

アリスタージュ経堂

聖蹟桜ヶ丘

チャームスイート京王聖蹟桜ヶ丘
（2016年5月開業）

スマイラス聖蹟桜ヶ丘
（2017年2月開業予定）

⇒詳細はスライド44ページ参照

京王メモリアル北野

北野

国領

■子育て支援事業
・東京都認証保育所、認可保育所
（京王キッズプラッツ）

・民間学童（京王ジュニアプラッツ）

・子育て支援賃貸マンション

■女性の就業支援事業
（京王ママスクエア）

■生活サポートサービス
（京王ほっとネットワーク）

■シニア向け事業
・介護付有料老人ホーム
・サービス付き高齢者向け住宅

■葬祭事業（京王メモリアル）

京王アンフィール高幡

京王アンフィール国領
（2016年3月完成）

⇒詳細はスライド44ページ参照

京王メモリアル調布
（2016年6月開業予定）

■ シニア世代、子育て世代などを対象とした生活者ニーズを満たす新規サービスメニューの検討や既存の生活
支援サービスメニューの展開エリア拡大を図るなど、「住んでもらえる、選んでもらえる沿線」の実現を目指す。

桜上水
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← 認可保育所
「京王キッズプラッツ国領」
一時預かり保育も今後実施予定

４．2016年度における各施策 （4）沿線価値の向上

②子育て支援事業及びシニア向け事業の拡充

全館バリアフリー構造で各住戸にキッチン・浴室を完備する。また、ス
タッフが24時間365日常駐し、栄養バランスのとれた食事サービスも

提供する。さらに、医療法人と提携し介護・看護サービスを提供するほ
か、地域の医療・介護の相談窓口を設置する。

恒常的な介護サービスを必要とする高齢者が安心して暮らせる施設
を作る。「サービス付き高齢者向け住宅」の至近に開業し、「サービス
付き高齢者向け住宅」の入居者が優先的に入居できる等の特典を設
ける。

所在地：東京都多摩市関戸
室 数：53室
開 業：2017年2月予定
運 営：京王ウェルシィステージ

■ 2016年3月、調布市国領町に認可保育所を併設した子育て支援マンションが完成。
■ シニアが生き生きと暮らしていける生活環境を実現するため、「サービス付き高齢者向け住宅」「介護付有料老人ホ
ーム」を開設。

所在地：東京都多摩市桜ケ丘
室 数：81室
開 業：2016年5月

運 営：
チャーム・ケア・コーポレーション

（有料老人ホーム専業会社）

サービス付き高齢者向け住宅（スマイラス聖蹟桜ヶ丘）

介護付有料老人ホーム（チャームスイート京王聖蹟桜ヶ丘）

子育て支援賃貸マンション（京王アンフィール国領）

所 在 地：東京都調布市国領町
室 数：58室（地上5階建）
完 成：2016年3月(保育園は2016年4月開業)
管理運営：京王不動産㈱

※保育所の運営は㈱京王子育てサポート

■認可保育所を併設した賃貸マンション
■子育て世代に安心便利な間取り・設備
■京王線国領駅まで徒歩3分の好立地
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４．2016年度における各施策 （5）既存事業の選択と集中の実施

ストア業と駅売店業の合併

■2016年4月、スーパーマーケット・生鮮惣菜コンビニを運営する「京王ストア」と
駅売店・ミニコンビニを運営する「京王リテールサービス」が合併。

■グループ内において類似した商品・サービスを展開している会社を合併することで経営資源を
集約し、「強い小売業」を目指す。

【店舗数】2016年3月末時点

・京王ストア（スーパーマーケット） 16店舗

・キッチンコート（スーパーマーケット） 10店舗

・京王ストアエクスプレス（生鮮惣菜コンビニ） 4店舗

㈱京王ストア

【店舗数】2016年3月末時点

・駅売店（ALoT） 46店舗

・ミニコンビニ（K-Shop） 21店舗

京王リテールサービス㈱



本資料に記載されている業績見通し等の将来に関す

る記述は、当社が現在入手している情報および合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実

際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。 【IRに関するお問い合わせ】

京王電鉄株式会社 総合企画本部 経理部

電 話：042-337-3135

（ 証券コード：9008 www.keio.co.jp/ ）
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